
令和４年度水素エネルギー利活用促進モデル事業 補助事業内容について
～特定水素エネルギー利活用促進モデル事業～

事業目的 水素需要の拡大と、県民が水素を身近に感じることができる環境づくり

事業概要 市町村、県内高等教育機関等による水素エネルギー利活用に関する先駆的な取組への支援

補助対象 燃料電池、その他水素エネルギー関連設備の設置等（家庭用燃料電池（定置型に限る。）の設置を除く。）

＜事業イメージ＞

県
● 市町村、県内高等教育機関等

● 負担額（補助を含む。）の1/2以内
(最大300万円)

業務・産業用燃料電池
(10kW 約1,000万円)

公共施設等への燃料電池整備

可搬型燃料電池
(30W 約60万円)

市町村及び県内高等教育機関等

農業分野における実証事業

畜ふん
メタン発酵

水素製造

畜舎・ビニルハウスでの
燃料電池利用
(電気・熱)

市役所・学校等
公民館等


